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＜定義されたレベルにおいて、組織全体に
亙ってソフトウェアを開発し、維持するため
の典型的プロセスは、ソフトウェア・エンジ
ニアリングと管理プロセスを含んで文書化さ
れる。そして、これらの典型的プロセスは、
首尾一貫した中に統合される。CMM は、これ
を組織の標準ソフトウェアプロセスと呼ぶ。
レベル３で確立したプロセスは、管理者とス
タッフがいっそう効果的に仕事を成し遂げる
ために使われる（そして必要なときに変更さ
れる）。組織は、そのプロセスを標準化する
際に、効果的なソフトウェア・エンジニアリ
ングの実践方法を開発する。
“ソフトウェア・エンジニアリング・プロセ
スグループ ”のようなグループが、組織のプ
ロセス活動に対して責任をもつ。組織全体で
行われるトレーニング・プログラムによっ
て、スタッフと管理者が必要とする知識と技
能を持つことができる。
プロジェクトチームは、プロジェクトの特徴
を考慮にいれて、独自のプロセスを定義する
ために組織の標準ソフトウェアプロセスを手
直しする。定義されたプロセスは、明確に定
義されたソフトウェア・エンジニアリングと
管理プロセスを首尾一貫してまとめたものを
含む。
明確に定義されたプロセスは、準備基準や入
力や作業遂行に必要な標準と処理手順、（ピ
アレビューのような）検証の仕組み、そして
出力と完成基準を含んでいる。プロセスが明
確であるから、管理者は全てのプロジェクト
の技術的進行状況を見渡すことができる。
ソフトウェア・エンジニアリングと管理活動
が安定し、繰り返しが可能になっているとい

う こ と
で 、 レ ベ
ル ３ 組 織
の ソ フ ト
ウ ェ ア プ
ロ セ ス 能
力 は 、 標

準 且 つ 一 貫
性を持っている

と言える。
生産現場では、コス

トやスケジュールや機
能 性 に つ い て は コ ン ト

ロールされている。そして、
品質については、 定義されたプ

ロセスにおける活動や役割や義務
として組織全体が共通して理解して

いる。＞
ここでのポイントはＳＥＰＧを編成できる

かどうかです。所謂「標準」と呼ばれるもの
を作るのはそれ程難しくはありません。それ
を維持するのが難しいのです。それが出来な
いのは、彼等は標準を作成するためダケに召
集されたメンバーだからです。
言い替えれば、このレベルになって初めてソ
フトウェアを産業として看做すことが出来る
のです。そしてこれ故に、ＤｏＤ（国防総
省）ではレベル３を入札の最低条件にしてい
るのです。
　　　　　　　　　　　　　（次号へ続く）

ＣＣ ＭＭ ＭＭ   vv11..11

２　基本的概念
ここで「ソフトウェア・プロセス」について定
義を明らかにしておきます。「プロセス」とい
う概念は、我々が考えているよりも広い範囲を
含んでいて、それぞれのエンジニアの開発活動
だけでなく、彼が属する開発組織そのものを指
します。つまり、「ソフトウェア・プロセス」
は、＜ソフトウェアに関する色々な生成物（プ
ロジェクト計画、設計ドキュメント、コード、
テストケース、ユーザーマニュアル、その他）
を開発＞する“プロセス”と看做しているので
す。
そして＜組織が成熟するにつれて、ソフトウェ
ア・プロセスは、より一層うまく定義され、そ
して絶えず組織全体にわたって実行されるよう
になる＞というのが、ＣＭＭの考えです。
大事なことは＜ソフトウェア組織が、成熟して
いくにつれて、方針や標準や組織上の構成を経
てそのソフトウェアプロセスを制度化してい
く。そしてその制度化は、業務の手法や実践方
法や処理手順を支援するインフラと企業文化の
構築をもたらし、これらは最初に定義した人々
がいなくなった後も引き継がれていく＞という
ことです。
　　　　―◇―◇―◇―◇―

３　５段階の成熟レベル
ソフトウェア・プロセスの成熟レベルが図１の
ように５段階で示されることは、既に先の連載
でも触れました。
＜各々の成熟レベルは、一組のプロセス目標か
ら成り、その目標が達成されることで、ソフト
ウェアプロセスの重要な要素が安定する。成熟
の各々のレベルを達成することは、ソフトウェ
アプロセスの新たな要素を確立することであ
り、その結果、組織のプロセス能力を高めて行
くことになる。図１の中のラベルのついた矢印
は、成熟のフレームワークの各々のステップに
おいて、組織によって実現されるプロセス能力
の種類を示す。＞
このＣＭＭの資料では、それぞれの特徴を実に
うまく表現していますので、できるだけそのま
ま紹介します。
　　　　―◇―◇―◇―◇―

３ー１　レベル１（初期のレベル）
＜初期のレベルにおいて、組織は一般的にはソ
フトウェアを開発し維持する安定した環境を持
たない。そのような組織では、スタッフが整備
されたエンジニアリング・プロセスで取り組め
ば処理できるようなことでも、その見通しがつ
かず結果として一連の危機に陥る。そして危機
に陥っている間に、プロジェクトは最初に計画
しておいた処理手順を放棄して、昔ながらの
コーディングとテストに戻ってしまう。
成功するかどうかはもっぱら並外れた管理者
と、熟練された効果的な開発チームを持ってい
るかどうかに懸かっている。能力があって、力
強いソフトウェア管理者は、時たま、納期を短
くするという圧力によく耐えることができる。
しかしながら、そのような有能な管理者がプロ
ジェクトから去ってしまうと、安定していた状
態も彼らと一緒に去ってしまう。強力な技術プ
ロセスといえども、しっかりした管理がなされ
ないことによる不安定性を克服することはでき
ない。

2
混沌としたプロセスで
あるとしても、レベル
１の組織も、大抵動く
製品を開発することが
できる。もちろん予算

をオーバーし、スケジュールが遅れるかも知れ
ないが。レベル１組織における成功は、その組
織にいる人々の能力と英雄的勇気に依存してい
るのであって、次のプロジェクトに対しても同
じ有能な人が割り当てられなければこの成功を
繰り返すことはできない。従って、レベル１に
おいて、プロジェクトを成功させる能力は個々
の人の特性であって、組織の特性ではない。＞
殆ど付け加えることはありません。
　　　　―◇―◇―◇―◇―

３ー２  レベル２（繰り返し可能なレベ

ル）
＜繰り返し可能なレベルにおいて、ソフトウェ
アプロジェクトを管理するための方針と、それ
らの方針を実行するための処理手順が確立され
る。新しいプロジェクトの計画と管理は、似か
よったプロジェクトの経験に基づいている。プ
ロセス能力は、プロジェクトの一つひとつに基
本的プロセス管理の規律を強制していくことに
よって高められる。
レベル２の組織では、プロジェクトの具体的な
約束は、前のプロジェクトで観察された成果
と、最新のプロジェクトの要求内容によって決
まる。プロジェクト管理者はコストやスケ
ジュールや機能性を追跡し、約束を果せなくな
るような問題点が見えてきたとき、それを明ら
かにする。
ソフトウェアの要求（仕様）と、それらを満た
すために開発された成果物が ベースライン設
定され、その完全性が制御される。プロジェク
トの標準が定義され、その定義に忠実なこと
を組織は保証する。プロジェクトチーム
は、下請け業者がいる場合、相互の信頼
関係を確立する目的で、彼等と共同作
業する。
レベル２の組織では各プロジェ
クト毎にそのプロセスが異な
る場合がある。レベル２を
達成するために、組織
は、プロジェクト管
理者が適切な管理
プロセスを確立
するのを助け

る方針を持っ
ていなければならない。
レベル２の組織のプロセス能力は規律あるもの
だと言える。なぜならプロジェクトの計画と追
跡の方法が定着していて、過去に成功したこと
とは再び成功することができるから。＞
この段階に入って、初めて「約束」ができるの
です。そしてポイントは今回のプロジェクトの
要求内容が、前回のプロジェクトの要求とどこ
が違うか、それによって何が影響を受けるか
を、早い段階で判断できることです。
　　　　―◇―◇―◇―◇―

３ー３　レベル３（定義されたレベル）
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図１　成熟フレームワーク

金日成が去り、唯一人残ったカストロも崩壊の寸前
です。戦後の５０年の時間のページがもうすぐ閉じ
られようとしています。経済の面でもアジアの台頭
とともに、日本の思惑とは別に、新しい枠組みが作
られようとしている。そして、日本のソフトウェア
産業は、その中でどのような役割を果たすのか。
今月もニュース解説は休ませていただきます。
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鐘鐘
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音音

か
　
　
　
　
　
ね

42
は
な
い
。
住
宅
事
情
に
関
し
て
は
、
政
府

も
方
針
転
換
す
る
気
配
が
な
く
、
ま
だ
ま

だ
改
善
さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。
こ
の
国

は
元
来
三
世
帯
で
文
化
を
築
い
て
き
た
。

そ
れ
が
親
子
二
世
帯
で
は
文
化
の
継
承
は

で
き
な
い
。
子
供
を
育
て
る
こ
と
の
負
担

が
そ
の
ま
ま
両
親
に
懸
か
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
子
供
の
教
育
費
用
も
バ
カ
に
な
ら
な

い
。
大
都
市
圏
の
公
立
学
校
が
正
常
に
機

能
し
て
い
な
い
状
況
で
、
三
人
の
子
供
を

私
立
に
通
わ
せ
た
ら
、
年
間
二
○
○
万
円

近
く
か
か
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
と
同
じ
問

題
が
一
○
数
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
で
起
き

た
。
地
元
の
公
立
学
校
が
機
能
し
な
く

な
っ
た
た
め
に
、
大
量
の
転
出
者
を
出

し
、
“
町
”
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た

例
も
あ
っ
た
。
東
京
の
合
計
特
殊
出
生
率

が
一
・
一
○
と
い
う
の
も
、
教
育
費
や
住

宅
事
情
を
考
え
る
と
無
理
も
な
い
。

確
か
に
子
供
を
何
人
産
も
う
と
、

そ
の
子
供
を
ど
う
育
て
よ
う
と
、

そ
れ
は
夫
婦
の
専
権
事
項
で
あ
る
。
他
人

が
と
や
か
く
言
う
事
で
は
な
い
。
だ
が
、

現
に
少
子
化
が
ど
の
様
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
子
供
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ろ

ん
な
影
響
が
出
て
い
る
。
実
際
に
子
供
が

両
親
の
『
私
有
財
』
と
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
極
端
な
例
と
し
て
“
子
供
”
と
い

う
ペ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
「
何
を
考
え

て
育
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
た

く
な
る
と
き
が
多
く
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
少
子
家
族
が
す
べ
て
そ
う
だ
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
子
供
が
少
な

い
た
め
、
両
親
の
意
識
が
一
人
の
子
供
に

集
中
し
、
子
供
の
方
か
ら
見
て
も
、
常
に

両
親
は
自
分
の
方
を
向
い
て
い
る
の
で
あ

大
事
に
し
て
く
れ
る
し
、
十
分
な
教
育
を

受
け
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
点
は
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
が
、
時
々
空
し
さ
を
覚
え

自
分
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
。

厚
生
省
が
何
れ
増
加
に
転
じ
る
と

予
想
し
て
い
る
以
上
、
政
府
が
こ

の
問
題
に
関
し
て
明
確
な
政
策
を

出
し
て
く
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

だ
が
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
し

て
も
地
中
海
の
国
ベ
ネ
チ
ア
が
頭
を
よ
ぎ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

て
、
女
性
の
就
職
の
機
会
が
増
え
た
こ
と

に
伴
う
晩
婚
化
が
大
き
な
原
因
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
二
人
以
上
生
む
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

か
っ
て
結
婚
の
こ
と
を
永
久
就
職
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
女
性
が
経
済
的
に

自
立
し
た
今
日
で
は
、
結
婚
と
い
う
形
を

と
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
女
性

が
「
育
児
」
を
避
け
、
自
分
の
生
活
を
楽

し
む
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
（
も
っ

と
も
最
近
の
就
職
難
で
「
永
久
就
職
」
と

い
う
言
葉
が
復
活
し
て
い
る
が
・
・
）

現
実
に
長
期
間
の
育
児
休
暇
が
と
り
に
く

い
と
言
う
事
情
も
あ
る
。
一
旦
育
児
の
た

め
に
職
場
か
ら
離
れ
た
女
性
が
、
二
年
後

に
元
の
職
場
に
戻
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
決
し
て
易
し
く
な
い
問
題
で
あ
る
。

「
育
児
休
暇
法
」
で
い
ろ
い
ろ
と
規
制
し

て
見
て
も
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、
簡
単
に

は
元
の
職
場
に
戻
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の

間
の
代
役
を
ど
う
扱
う
の
か
、
復
職
時
の

再
訓
練
を
ど
う
す
る
の
か
、
こ
れ
だ
け
で

も
決
し
て
易
し
い
問
題
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
に
“
企
業
は
「
健
全
な
赤
字
」
部
門

を
持
つ
べ
き
で
あ
る
”
な
ど
と
い
う
尤
も

ら
し
い
議
論
も
あ
る
が
、
学
者
の
考
え
そ

う
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
核
家
族
化
や
、
狭
い

住
宅
事
情
も
子
供
を
多
く
生
め
な

い
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
も
子
供
三
人
は
楽
で

今
年
の
夏
は
特
に
暑

い
。
お
陰
で
ク
ー
ラ
ー

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

い
る
。
売
れ
過
ぎ
て
在

庫
が
逼
迫
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
が

一
斉
に
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
る
も
の
だ
か

ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
が
停
電
す
る
始

末
で
あ
る
。

暑
い
夏
の
原
因
は
も
う
一
つ
あ
る
。
毎

年
こ
の
時
期
に
な
る
と
テ
レ
ビ
局
は

競
っ
て
長
崎
、
広
島
を
初
め
、
先
の
戦

争
の
悲
惨
さ
を
流
し
て
く
る
（
恐
ら
く

来
年
は
も
っ
と
凄
い
だ
ろ
う
）
。
だ

が
、
戦
争
の
根
本
原
因
に
触
れ
る
反
省

を
流
し
た
番
組
は
、
私
の
知
る
限
り
見

当
た
ら
な
い
。
戦
争
が
悲
惨
な
結
果
を

招
く
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
だ

が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
果
た
し
て
抑
止
力
と
な
り
か
。

木
戸
の
言
葉
は
、
西
郷
が
政
府
の
政
策
に

反
対
し
、
陸
軍
大
将
の
職
を
返
上
し
て
、

帰
山
し
た
こ
と
に
対
す
る
憤
り
の
言
葉
で

あ
る
。
彼
は
軍
人
は
如
何
な
る
場
合
も
政

治
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
明
快

な
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
兵
器
を

擁
し
て
い
る
以
上
、
単
な
る
干
渉
で
は
済

ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
国
の
「
統
帥
権
」
の
問
題
は
、
こ

の
時
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
国

は
今
日
ま
で
西
郷
の
こ
の
行
動
を
英
雄
視

し
て
き
た
。
太
平
洋
戦
争
を
反
省
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
一
国
の
首
相
が
近
隣
諸
国

に
向
か
っ
て
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

誤
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
「
統
帥
権
」

の
問
題
を
反
省
し
な
い
限
り
、
戦
争
の
悲

惨
さ
は
何
の
力
に
も
な
ら
な
い
。

私
も
西
郷
は
好
き
だ
。
だ
が
西
郷
の
こ
の

時
の
行
動
だ
け
は
、
後
の
日
本
を
考
え
る

と
納
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

る
。
元
来
、
人
間
に
は
意
思
を
伝
達
す
る

能
力
が
あ
る
の
に
、
至
れ
り
尽
せ
り
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
社
会
性
も
何
も
あ
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
状
態
を
私
は
「
子
供

の
ペ
ッ
ト
化
」
と
呼
ぶ
。

東
大
を
出
て
二
年
経
っ
て
も
、
結
局
「
ま

と
も
な
仕
事
」
が
出
来
ず
、
そ
の
上
、
退

社
の
挨
拶
に
母
親
が
廻
る
と
い
う
現
実

は
、
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

香
港
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
時
々
電
話
を
か
け

て
く
る
少
女
が
い
る
と
い
う
。
彼
女
は
一

人
っ
子
で
両
親
は
共
に
働
い
て
い
る
。
彼

女
が
言
う
に
は
、
両
親
は
自
分
を
と
て
も

九
三
年
の
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

が
つ
い
に
一
・
四
六
を
記
録
し

た
。
出
生
数
も
一
一
八
万
人
余
と
こ
れ
も

過
去
最
低
で
、
私
の
生
ま
れ
た
年
の
出
生

数
が
二
七
○
万
人
だ
か
ら
半
分
に
も
満
た

な
い
。
因
に
人
口
が
増
え
も
減
り
も
し
な

い
水
準
が
二
・
一
だ
と
い
う
か
ら
、
こ
の

ま
ま
で
は
日
本
の
人
口
は
確
実
に
減
少
す

る
。
そ
れ
も
相
当
急
激
な
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。

老
人
国
家
に
な
る
の
も
世
界
に
類
を
見
な

い
ほ
ど
急
激
だ
っ
た
が
、
人
口
が
減
少
す

る
の
も
世
界
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
一
気
に

進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
体
こ
の
国
は

何
と
い
う
国
な
ん
だ
ろ
う
。

厚
生
省
の
予
想
で
は
九
○
年
代
後
半
か
ら

増
加
に
転
じ
、
二
○
二
一
年
に
は
一
・
八

○
に
回
復
す
る
と
言
う
の
に
対
し
て
、
別

の
機
関
で
は
さ
ら
に
低
下
し
二
○
一
一
年

に
は
一
・
三
○
に
な
る
と
予
想
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
根
拠
」
を
上
げ
て
い
る

が
、
一
面
的
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
確
か

に
何
の
手
も
打
た
な
け
れ
ば
一
・
三
○
に

な
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
晩
婚
化

が
頭
打
ち
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
出
生

率
が
増
加
に
転
じ
る
と
い
う
の
も
強
引
な

論
法
で
あ
る
。

出
生
率
が
こ
こ
ま
で
減
少
し
た
理
由
と
し
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の
も
た
ら
す
も
の

と

か
くち
ょ
う
ち
ょ
う

も
う
し
そ
う
ろ
う

「
元
来
、
士
官
之
兎
や
角
喋
々
申
候
は
、

　
国
の
恥
也
。
其
人
之
恥
也
。
」
　
　
木
戸
孝
允


